


















Dealing with Task Multiplication in Development Organizations 

















































 製品開発プロセスは、しばしば問題解決プロセスとして記述される（e.g. von Hippel, 
1990, １994；楠木，1992；青島, 1997）。実際的な問題に対する解として製品を捉え






























































































































「アーキテクチャ知識（Henderson and Clark, 1990）」や、「システム知識（Iansiti, 
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1998; 青島, 1998）」、「製品コンセプト（Clark, 1985; Clark and Fujimoto, 1991）」と

























Fujimoto, 1991; 青島・延岡, 1997; Iansiti, 1998; 楠木, 1998; 青島, 1998; 武石, 2003）。
そこでは、先述した製品システム知識が、開発プロセスに有用な情報を選別するフィ
































































































2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
合計 1,890 2,150 2,450 2,985 3,400 3,680 3,700 3,720 2,730 2,750
市販品 770 860 1020 1315 1150 1350 1,400 1,300 1,050 1,020




































































2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年














2004 2005 2006 2007 2008 2009
世界市場 5,900 6,680 7,570 8,250 5,950 5,790
海外市場 2,500 3,000 3,870 4,530 3,220 3,040


















































































































めていく。2004 年頃には、この大連 R&D センターで活動する人員の大半（約 250
人）が委託先であるNeusoftのソフトウェアエンジニアで占められていた。さらに大
連での開発に対する支援業務には、Neusoft の拠点である瀋陽のエンジニアも参加し









































カーは他にも存在する。パイオニアは、1999 年 10 月に上海に設立した合弁会社
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 (14) 『Automotive Technology』2007年11月号，pp. 84-87. 
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